
　

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ
り

▼
鶴
岡
八
幡
宮
の
ぼ
ん
ぼ
り

祭　

６
〜
９
日
。
６
日

　

６
〜
９
日
。
６
日
1515
時
、
時
、

夏
越
祭
。

夏
越
祭
。
1717
時
、
俳
句
会
。
７

時
、
俳
句
会
。
７

日
1717
時
、
立
秋
祭
。
９
日

時
、
立
秋
祭
。
９
日
1010

時
、
実
朝
祭
。
正
午
、
短
歌

時
、
実
朝
祭
。
正
午
、
短
歌

会
。
期
間
中
、
日
本
舞
踊
、
献

会
。
期
間
中
、
日
本
舞
踊
、
献

茶
会
、
献
華
会
な
ど
。

茶
会
、
献
華
会
な
ど
。

　

▼
黒
地
蔵
縁
日

▼
黒
地
蔵
縁
日　

1010
日
０
時

日
０
時

〜
正
午
、
覚
園
寺
。

〜
正
午
、
覚
園
寺
。

　

▼
四
万
六
千
日
詣
り

▼
四
万
六
千
日
詣
り　

1010
日

杉
本
寺
、
長
谷
寺
、
安
養
院
。

杉
本
寺
、
長
谷
寺
、
安
養
院
。

　

▼
閻
魔
縁
日

▼
閻
魔
縁
日　

1616
日
山
ノ
内

日
山
ノ
内

の
円
応
寺
。
非
公
開
。

の
円
応
寺
。
非
公
開
。

　

▼
鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要

▼
鎖
大
師
の
施
餓
鬼
法
要　

1616
日
1414
時
、
本
尊
ご
開
帳
。
手

時
、
本
尊
ご
開
帳
。
手

広
の
青
蓮
寺
。

広
の
青
蓮
寺
。

　

▼
鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森
神

▼
鵠
沼
皇
大
神
宮
（
烏
森
神

社
）
社
）
人
形
山
車　

人
形
山
車　

1717
日

　

▼
鎌
倉
宮
例
祭

▼
鎌
倉
宮
例
祭　

1919
日
1616

時
、
前
夜
祭
。

時
、
前
夜
祭
。
2020
日
1010
時
、
例

時
、
例

祭
。
祭
。
2121
日
1010
時
、
後
鎮
祭
。

時
、
後
鎮
祭
。

　

▼
玉
縄
首
塚
祭
り

▼
玉
縄
首
塚
祭
り　

2020
日
1818

時
、
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
。
夕
方
、

時
、
ぼ
ん
ぼ
り
点
灯
。
夕
方
、

玉
縄
首
塚
で
墓
前
祭
。

玉
縄
首
塚
で
墓
前
祭
。

　

▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭

▼
片
瀬
諏
訪
神
社
例
大
祭　

2323
〜
2727
日
。
神
輿
や
山
車
。

日
。
神
輿
や
山
車
。

　

海
と
山
に
囲
ま

　

海
と
山
に
囲
ま

れ
た
自
然
の
要
塞

れ
た
自
然
の
要
塞

が
成
立
し
て
い

が
成
立
し
て
い

る
、
攻
め
に
く
い

る
、
攻
め
に
く
い

地
形
を
利
用
し
て

地
形
を
利
用
し
て

繁
栄
し
た
鎌
倉
。

繁
栄
し
た
鎌
倉
。

そ
の
よ
う
な
攻
め
込
み
に
く

そ
の
よ
う
な
攻
め
込
み
に
く

い
状
況
を
今
で
も
体
感
す
る

い
状
況
を
今
で
も
体
感
す
る

こ
と
が
で
き
る
の
が
「
渋

こ
と
が
で
き
る
の
が
「
渋

滞
」
だ
と
感
じ
ま
す
▼
６
月

滞
」
だ
と
感
じ
ま
す
▼
６
月

に
車
で
鎌
倉
を
訪
れ
た
知
人

に
車
で
鎌
倉
を
訪
れ
た
知
人

が
朝
比
奈
Ｉ
Ｃ
か
ら
鶴
岡
八

が
朝
比
奈
Ｉ
Ｃ
か
ら
鶴
岡
八

幡
宮
周
辺
に
到
達
す
る
の
に

幡
宮
周
辺
に
到
達
す
る
の
に

約
２
時
間
か
か
っ
た
。
ど
こ

約
２
時
間
か
か
っ
た
。
ど
こ

の
道
も
大
渋
滞
を
し
て
い
た

の
道
も
大
渋
滞
を
し
て
い
た

の
で
、
鎌
倉
へ
攻
め
込
む
の

の
で
、
鎌
倉
へ
攻
め
込
む
の

に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
▼
観

に
苦
労
し
た
そ
う
で
す
▼
観

光
客
だ
け
で
な
く
鎌
倉
に
在

光
客
だ
け
で
な
く
鎌
倉
に
在

住
・
在
勤
し
て
い
る
人
も
苦

住
・
在
勤
し
て
い
る
人
も
苦

労
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
特
に

労
し
て
い
ま
す
よ
ね
。
特
に

仕
事
で
車
を
利
用
し
て
い
る

仕
事
で
車
を
利
用
し
て
い
る

人
は
渋
滞
が
死
活
問
題
に

人
は
渋
滞
が
死
活
問
題
に

発
展
し
ま
す
。
観
光
客
と
市

発
展
し
ま
す
。
観
光
客
と
市

民
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
不

民
、
ど
ち
ら
に
と
っ
て
も
不

幸
な
渋
滞
問
題
。
渋
滞
の
イ

幸
な
渋
滞
問
題
。
渋
滞
の
イ

ラ
イ
ラ
を
ワ
ク
ワ
ク
に
変
え

ラ
イ
ラ
を
ワ
ク
ワ
ク
に
変
え

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
素
敵

る
サ
ー
ビ
ス
が
あ
る
と
素
敵

で
す
ね
。

で
す
ね
。 

（
Ｎ
）

（
Ｎ
）

　

鎌
倉
市
植
木
の
龍
寶
寺
境

　

鎌
倉
市
植
木
の
龍
寶
寺
境

内
に
あ
る
玉
縄
ふ
る
さ
と
館

内
に
あ
る
玉
縄
ふ
る
さ
と
館

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）
に
７

（
歴
史
民
俗
資
料
館
）
に
７

月
７
日
、「
鎌
倉
・
玉
縄
城
址

月
７
日
、「
鎌
倉
・
玉
縄
城
址

歴
史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
絵
図
」

歴
史
ミ
ュ
ウ
ジ
ア
ム
絵
図
」

＝
写
真
＝

＝
写
真
＝
が
寄
贈
さ
れ
、
展

が
寄
贈
さ
れ
、
展

示
さ
れ
て
い
る
。

示
さ
れ
て
い
る
。

　

朝
比
奈
峠
を
走
り
抜
け
鎌

　

朝
比
奈
峠
を
走
り
抜
け
鎌

倉
の
入
口
、
十
二
所
の
明
王

倉
の
入
口
、
十
二
所
の
明
王

院
さ
ま
を
は
じ
め
て
訪
ね

院
さ
ま
を
は
じ
め
て
訪
ね

た
。
こ
の
地
は
鎌
倉
幕
府
か

た
。
こ
の
地
は
鎌
倉
幕
府
か

ら
見
て
鬼
門
の
方
角
に
あ
り

ら
見
て
鬼
門
の
方
角
に
あ
り

鬼
門
除
け
の
祈
願
所
と
し
て

鬼
門
除
け
の
祈
願
所
と
し
て

１
２
３
５
年
に
鎌
倉
幕
府
四

１
２
３
５
年
に
鎌
倉
幕
府
四

代
将
軍
藤
原
頼
経
に
よ
っ
て

代
将
軍
藤
原
頼
経
に
よ
っ
て

建
立
さ
れ
た
。
夕
方
に
も
か

建
立
さ
れ
た
。
夕
方
に
も
か

か
わ
ら
ず
ご
住
職
、
副
住
職

か
わ
ら
ず
ご
住
職
、
副
住
職

様
が
親
切
に
対
応
下
さ
っ

様
が
親
切
に
対
応
下
さ
っ

た
。
第
一
印
象
は
「
実
に
鎌

た
。
第
一
印
象
は
「
実
に
鎌

倉
ら
し
い
お
寺
」
。
梅
雨
の

倉
ら
し
い
お
寺
」
。
梅
雨
の

晴
れ
間
涼
し
い
風
が
谷
を
通

晴
れ
間
涼
し
い
風
が
谷
を
通

り
抜
け
、
青
年
僧
仲
田
副
住

り
抜
け
、
青
年
僧
仲
田
副
住

職
の
笑
顔
と
お
話
は
実
に
爽

職
の
笑
顔
と
お
話
は
実
に
爽

や
か
。
真
言
密
教
の
話
な
ど

や
か
。
真
言
密
教
の
話
な
ど

興
味
深
く
伺
っ
た
。

興
味
深
く
伺
っ
た
。

　

本
堂
横
の
御
堂
で
千
手
観

　

本
堂
横
の
御
堂
で
千
手
観

音
様
を
拝
観
。
ま
ず
、
小
さ

音
様
を
拝
観
。
ま
ず
、
小
さ

い
お
姿
に
少
々
び
っ
く
り
し

い
お
姿
に
少
々
び
っ
く
り
し

た
。
だ
が
よ
く
見
る
と
実
に

た
。
だ
が
よ
く
見
る
と
実
に

精
緻
を
極
め
た
美
し
い
像
。

精
緻
を
極
め
た
美
し
い
像
。

日
常
目
に
す
る
仏
像
の
大
き

日
常
目
に
す
る
仏
像
の
大
き

さ
と
は
か
け
離
れ
て
小
さ
く

さ
と
は
か
け
離
れ
て
小
さ
く

も
見
え
る
が
、
古
き
時
代
に

も
見
え
る
が
、
古
き
時
代
に

は
よ
ほ
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
寺
院

は
よ
ほ
ど
の
ブ
ラ
ン
ド
寺
院

の
巨
大
仏
は
別
に
し
て
、
こ

の
巨
大
仏
は
別
に
し
て
、
こ

う
し
た
こ
じ
ん
ま
り
し
た
像

う
し
た
こ
じ
ん
ま
り
し
た
像

を
拝
見
す
る
と
人
々
の
切
な

を
拝
見
す
る
と
人
々
の
切
な

る
祈
り
と
地
域
に
根
ざ
し
た

る
祈
り
と
地
域
に
根
ざ
し
た

信
仰
を
感
ず
る
。

信
仰
を
感
ず
る
。

　

観
音
様
の
前
に
円
筒
型
の

　

観
音
様
の
前
に
円
筒
型
の

堆
朱
の
お
厨
子
が
あ
り
、
気

堆
朱
の
お
厨
子
が
あ
り
、
気

に
な
り
た
ず
ね
て
み
る
と
、

に
な
り
た
ず
ね
て
み
る
と
、

こ
れ
は
「

こ
れ
は
「
歓か

ん
ぎ
て
ん

か
ん
ぎ
て
ん

喜
天
喜
天
」
、
秘
仏

」
、
秘
仏

で
、
目
に
す
る
と
目
が
つ
ぶ

で
、
目
に
す
る
と
目
が
つ
ぶ

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
パ
ワ
ー

れ
て
し
ま
う
ほ
ど
の
パ
ワ
ー

が
あ
り
、
観
音
様
が
し
っ
か

が
あ
り
、
観
音
様
が
し
っ
か

り
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
。

り
見
守
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

歓
喜
天
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
か

　

歓
喜
天
は
ヒ
ン
ズ
ー
教
か

ら
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

ら
仏
教
に
取
り
入
れ
ら
れ
た

ガ
ネ
ー
シ
ャ
と
い
わ
れ
る

ガ
ネ
ー
シ
ャ
と
い
わ
れ
る

神
。
仏
教
を
守
護
し
財
運
と

神
。
仏
教
を
守
護
し
財
運
と

福
運
を
も
た
ら
す
天
部
の
神

福
運
を
も
た
ら
す
天
部
の
神

は
一
生
人
を
助
け
て
く
れ

は
一
生
人
を
助
け
て
く
れ

る
。
お
参
り
す
る
者
は
願
を

る
。
お
参
り
す
る
者
は
願
を

裏
切
ら
ず
受
け
た
恩
を
ま
わ

裏
切
ら
ず
受
け
た
恩
を
ま
わ

り
へ
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

り
へ
向
け
ね
ば
な
ら
な
い
。

つ
ま
り
自
分
の
こ
と
だ
け
で

つ
ま
り
自
分
の
こ
と
だ
け
で

は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
。

は
駄
目
だ
と
い
う
こ
と
。

　

毎
月

　

毎
月
2828
日
は
護
摩
を
焚
い

日
は
護
摩
を
焚
い

て
祈
祷
し
、
地
域
と
寺
が
共

て
祈
祷
し
、
地
域
と
寺
が
共

存
共
栄
し
て
い
る
。
寺
の
在

存
共
栄
し
て
い
る
。
寺
の
在

り
方
と
し
て
心
清
ま
る
明
王

り
方
と
し
て
心
清
ま
る
明
王

院
。
お
み
や
げ
に
人
気
の
塗

院
。
お
み
や
げ
に
人
気
の
塗

香
を
頂
戴
し
清
々
し
い
気
分

香
を
頂
戴
し
清
々
し
い
気
分

で
寺
を
後
に
し
た
。

で
寺
を
後
に
し
た
。

　

寄
木
造
。
玉
眼
、
肉
身
金

　

寄
木
造
。
玉
眼
、
肉
身
金

泥
、
衣
漆
塗
。
像
高

泥
、
衣
漆
塗
。
像
高
2626
・
４
・
４

㎝
。
江
戸
時
代
。

㎝
。
江
戸
時
代
。

　

「
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り

　

「
玉
縄
城
址
ま
ち
づ
く
り

会
議
」
（
荒
井
章
代
表
）
が

会
議
」
（
荒
井
章
代
表
）
が

文
化
庁
か
ら
平
成

文
化
庁
か
ら
平
成
2828
年
度
の

年
度
の

文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
を

文
化
芸
術
振
興
費
補
助
金
を

得
て
作
製
。
ヨ
コ

得
て
作
製
。
ヨ
コ
8080
㌢
、
タ

㌢
、
タ

テ
6060
㌢
ほ
ど
の
玉
縄
城
址
周

㌢
ほ
ど
の
玉
縄
城
址
周

辺
を
写
し
た
航
空
写
真
の
四

辺
を
写
し
た
航
空
写
真
の
四

隅
に
草
花

隅
に
草
花

の
絵
が
描

の
絵
が
描

か
れ
て
い
る
。
絵
は
市
内
在

か
れ
て
い
る
。
絵
は
市
内
在

住
の
日
本
画
家
・
大
竹
五
洋

住
の
日
本
画
家
・
大
竹
五
洋

さ
ん
が
鎌
倉
の
四
季
を
表
わ

さ
ん
が
鎌
倉
の
四
季
を
表
わ

す
サ
ク
ラ
、ヤ
マ
ユ
リ
、リ
ン

す
サ
ク
ラ
、ヤ
マ
ユ
リ
、リ
ン

ド
ウ
、
カ
エ
デ
を
描
い
た
。

ド
ウ
、
カ
エ
デ
を
描
い
た
。

　

同
会
は
境
内
の
国
指
定
重

　

同
会
は
境
内
の
国
指
定
重

要
文
化
財
「
旧
石
井
邸
」
の

要
文
化
財
「
旧
石
井
邸
」
の

修
復
、
周
辺
地
域
の
遺
構
の

修
復
、
周
辺
地
域
の
遺
構
の

保
全
整
備
な
ど
を
行
い
な
が

保
全
整
備
な
ど
を
行
い
な
が

ら
、
玉
縄
城
址
を

ら
、
玉
縄
城
址
を

中
心
と
す
る
地
域

中
心
と
す
る
地
域

の
活
性
化
を
手
掛

の
活
性
化
を
手
掛

け
て
い
る
。

け
て
い
る
。

　

創
刊

　

創
刊
3737
周
年
の
「
鎌
倉

周
年
の
「
鎌
倉

朝
日
」
が
９
月
の
４
５
０

朝
日
」
が
９
月
の
４
５
０

号
発
行
記
念
に
「
鎌
倉
を

号
発
行
記
念
に
「
鎌
倉
を

舞
台
に
撮
影
し
た
映
画
上

舞
台
に
撮
影
し
た
映
画
上

映
会
」
を
行
い

映
会
」
を
行
い

ま
す
。
映
画
の

ま
す
。
映
画
の

見
ど
こ
ろ
な
ど

見
ど
こ
ろ
な
ど

を
語
る
座
談
会

を
語
る
座
談
会

の
記
事
を
４
・
５
面
に
掲

の
記
事
を
４
・
５
面
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。

載
し
て
い
ま
す
。

　

Ⅰ「
海
街

Ⅰ「
海
街
d
i
a
r
y

d
i
a
r
y
」

　

９
月
６
日
鎌
倉
芸
術
館

　

９
月
６
日
鎌
倉
芸
術
館

小
ホ
ー
ル
◆
午
前
の
部

小
ホ
ー
ル
◆
午
前
の
部
1111

時
◆
午
後
の
部

時
◆
午
後
の
部
1313
時
4545

分
、
分
、
1616
時
、
是
枝
裕
和
監

時
、
是
枝
裕
和
監

督
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
。
前
売

督
ゲ
ス
ト
ト
ー
ク
。
前
売

･
シ
ニ
ア
千
円
、
当
日
１

シ
ニ
ア
千
円
、
当
日
１

３
０
０
円
。

３
０
０
円
。

Ⅱ
「
麦
秋
」「
そ
れ
か
ら
」

Ⅱ
「
麦
秋
」「
そ
れ
か
ら
」

　

９
月

　

９
月
1010
日
（
土
）
鎌
倉

日
（
土
）
鎌
倉

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ
ー

ル
。
ル
。
1111
時
「
麦
秋
」
、
３

時
「
麦
秋
」
、
３

時
5050
分
、
保
坂
和
志
氏

分
、
保
坂
和
志
氏

（
小
説
家
）
ゲ
ス
ト
ト
ー

（
小
説
家
）
ゲ
ス
ト
ト
ー

ク
、
ク
、
1414
時
2020

分
「
そ
れ
か

分
「
そ
れ
か

ら
」
。
前
売
１

ら
」
。
前
売
１

５
０
０
円
、
当

５
０
０
円
、
当

日
１
７
０
０
円
。

日
１
７
０
０
円
。 

Ⅰ
＋
Ⅱ

Ⅰ
＋
Ⅱ

セ
ッ
ト
券
２
３
０
０
円
、

セ
ッ
ト
券
２
３
０
０
円
、

チ
ケ
ッ
ト
は
市
内
の
書
店

チ
ケ
ッ
ト
は
市
内
の
書
店

な
ど
で
好
評
発
売
中
。

な
ど
で
好
評
発
売
中
。

　

鎌
倉
市
坂
ノ

　

鎌
倉
市
坂
ノ

下
の
御
霊
神
社

下
の
御
霊
神
社

境
内
に
あ
る
石

境
内
に
あ
る
石

上
神
社
の
例
祭

上
神
社
の
例
祭

の
御
供
流
し

の
御
供
流
し

が
、
海
の
日
の

が
、
海
の
日
の

７
月
７
月
1818
日
に
行

日
に
行

わ
れ
た

わ
れ
た
＝
写
＝
写

真
。
午
後
１
時

。
午
後
１
時

か
ら
の
境
内
で

か
ら
の
境
内
で

の
神
事
の
後
、

の
神
事
の
後
、

天
王
唄
に
合
わ

天
王
唄
に
合
わ

せ
て
海
岸
に
移

せ
て
海
岸
に
移

動
。
赤
飯
を
持
っ
た
若
者

動
。
赤
飯
を
持
っ
た
若
者
1515

人
が
、
宮
司
と
神
輿
を
の
せ

人
が
、
宮
司
と
神
輿
を
の
せ

た
漁
船
と
共
に
泳
い
で
沖
に

た
漁
船
と
共
に
泳
い
で
沖
に

向
か
い
、
赤
飯
を
岩
礁
に
沈

向
か
い
、
赤
飯
を
岩
礁
に
沈

め
て
海
難
者
の
霊
を
慰
み
、

め
て
海
難
者
の
霊
を
慰
み
、

海
の
安
全
を
祈
願
。
飛
び
入

海
の
安
全
を
祈
願
。
飛
び
入

り
の
外
国
人
２
人
も
完
泳

り
の
外
国
人
２
人
も
完
泳

し
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

し
、
拍
手
で
迎
え
ら
れ
た
。

　

昔
、
沖
に
大
き
な
岩
礁
が

　

昔
、
沖
に
大
き
な
岩
礁
が

あ
り
、
船
が
こ
の
岩
に
乗
り

あ
り
、
船
が
こ
の
岩
に
乗
り

上
げ
て
難
破
し
た
の
で
、
岩

上
げ
て
難
破
し
た
の
で
、
岩

礁
の
一
部
を
安
置
し
て
祠
を

礁
の
一
部
を
安
置
し
て
祠
を

つ
く
っ
て
祀
り
、
水
難
除
け

つ
く
っ
て
祀
り
、
水
難
除
け

を
祈
っ
た
の
が
石
上
神
社
の

を
祈
っ
た
の
が
石
上
神
社
の

社
後
方
の
石
の
由
来
と
い

社
後
方
の
石
の
由
来
と
い

う
。
う
。

松尾崇鎌倉市長（中央）、松尾崇鎌倉市長（中央）、
龍寶寺・梅田良光住職龍寶寺・梅田良光住職
（左）、大竹五洋画伯（左）、大竹五洋画伯
（右）と玉縄城址まちづく（右）と玉縄城址まちづく
り会議の会員たちり会議の会員たち

８８月月

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

題
字
は
建
長
寺
派
管
長　

吉
田　

正
道

五
大
堂
・
明
王
院　

千
手
観
音
立
像

五
大
堂
・
明
王
院　

千
手
観
音
立
像 （6262）

文　
　

永
井
宗
直

文　
　

永
井
宗
直

写
真　

原
田　

寛

写
真　

原
田　

寛

空
か
ら
見
よ
う
玉
縄
城
址

空
か
ら
見
よ
う
玉
縄
城
址

龍
寶
寺
の
ふ
る
さ
と
館
に
絵
図
を
展
示

龍
寶
寺
の
ふ
る
さ
と
館
に
絵
図
を
展
示

「
鎌
倉
朝
日
」

「
鎌
倉
朝
日
」454500
号
記
念
映
画
会

号
記
念
映
画
会

  

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

チ
ケ
ッ
ト
好
評
発
売
中
！

海の安全願って海の安全願って
石上さまの例祭石上さまの例祭
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